
令和元年１２月市議会定例会

一　般　質　問　通　告　書

（通告者９名）



順
位

質問事項
答 弁 を
求める者

備 考

１ ２番 大久保　主計

市　長

市　長
市　長

市　長

２ ３番 齋　浩美

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

４ 共生社会に
向けて

市　長

３ １６番 小野寺　美穂

市　長
市　長

(4)名取市が取り組む政策課題の優先順位を考えると
「給食費無償化」についてさらなる議論が必要であ
り、来年度からの実施は見直すべき。

(3)「段階的」には、所得により対応することや、食
材高騰分を一部補助するなどのさまざまな手法が考え
られるが、他の段階的選択肢はないのか。

１ 学校給食費
無償化について

(1)給食費無償化を最優先施策と判断した理由は何
か。
(2)段階的無償化の実施について今後の見通しは。

３ 防災・減災
の取り組みにつ
いて

(1)今回の大雨災害での、情報提供の課題は。またど
のように改善するのか。
(2)防災ラジオやＳＮＳなどに触れる環境にない市民
にも、あらゆる方法を駆使して情報提供をすべき。

質問の要旨

１ 新たな水害
対策について

(1)水田や水路などから水があふれることで、ネズミ
が出ている地域がある。今後はネズミとりや殺鼠剤の
準備も必要ではないか。
(2)今回の大雨では稲わらの流出で、深刻な被害が
あったが、今後は稲刈り終了後に速やかに適切な稲わ
らの処理をするように依頼すべき。

２ 大雨による
館腰地区の水害
について

(1)平成６年（1994年）９・22豪雨からの、浸水対策
の進捗と課題は。
(2)名取市雨水対策基本計画（既成市街地）にある、
内水浸水想定区域図や洪水ハザードマップを作成・更
新、配布・普及し、読み取る教育も進め、自助・共助
対策も進めるべきではないか。
(3)川内沢川中流域の早期の拡幅・改良などを、国・
県に対して、より一層強く要望すべき。

(3)市職員に気象予報士を採用し、情報を早く正確に
出せるようにすべき。
(4)震災からの教訓を生かし、防災安全課、下水道
課、土木課などの組織を横断するような、また、新た
な防災・減災に対応できる組織づくりをすべき。

(1)公共施設の新築・改築の際には、障がい者などの
利用者の参画を推進し、ユニバーサルデザイン仕様と
し、また既存の施設については、利用状況や利用者の
声を定期的に確認し、よりよく施設を改善していくべ
き。

(1)計画の初年度における新規事業の取り組みは。
(2)重点施策の一つである「ゲートキーパー」の役割
を担う人材等の育成に努めるという点について、市民
向け研修を具体的にどのように実施するのか。

１ 名取市自死
対策計画につい
て
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順
位

質問事項
答 弁 を
求める者

備 考質問の要旨

市　長

市　長

市　長
市　長

４ ４番 菅原　和子

市　長

市　長
市　長

市　長

２ がん対策に
ついて

市　長

教育長

５ ２０番 菊地　忍

市　長

市　長

２ 避難所につ
いて

市　長

市　長

市　長

市　長

６ １２番 大沼　宗彦

１ 不登校問題
について

教育長

１ 予防接種事
業について

(1)子宮頸がん予防ワクチンの定期接種対象者に通知
を始めた自治体がある。正しい情報を伝え接種を判断
できる環境づくりをすべきと考えるがどうか。
(2)高齢者肺炎球菌ワクチンの予防接種対象者のう
ち、未接種者へ再通知を行い接種を促すべきと考える
がどうか。

(1)平成30年12月定例会の一般質問にて「避難所ごと
のマニュアル作成について検討する」との答弁であっ
たが、どのように考えているのか。

(3)要配慮者の中には一般の避難者とは別の施設が必
要な場合もある。あらかじめ専用の避難所を指定すべ
きと考えるがどうか。

(2)平成25年８月に内閣府が示した「避難所における
良好な生活環境の確保に向けた取組指針」には、「食
物アレルギーの避難者にも配慮し、アルファー米等の
白米と牛乳アレルギー対応ミルク等を備蓄すること」
とある。本市でもアレルギーに配慮した備蓄を進める
べきと考えるがどうか。

２ 愛島台の土
地利用について

(3)個人情報保護という観点はどのように位置づけら
れているのか。
(4)支援者も自殺企図の対象者とならないという保証
はない。支援者のケアも行える取り組みをすべき。

(1)包括協定の期間が長期過ぎる。見直すべき。
(2)現在の住民に対する利便性向上に向けた取り組み
を早期に行うべき。

１ 台風19号の
対応と今後の取
り組みについて

(1)台風19号に際して土のうステーションの利用状況
を伺う。
(2)土のうステーションの設置箇所を拡充すべき。
(3)土のうステーションの設置場所を「なとりマッ
プ」に掲載すべき。
(4)車両一時避難場所を開設すべき。

(1)乳がんで全摘手術をした方のための補正下着の購
入費を助成すべき。
(2)小中学校におけるがん教育を推進すべき。

(1)本市小中学校の不登校児童生徒数について過去３
年間の実態を伺う。

(4)内閣府の指針には、福祉避難所の周知について、
「要配慮者が自分に合った避難所を選択できる状況と
なるように努めることが望ましい」とある。本市でも
福祉避難所の拡充とともに周知を図るべきと考えるが
どうか。
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順
位

質問事項
答 弁 を
求める者

備 考質問の要旨

教育長

教育長

教育長

教育長

教育長

教育長

教育長

教育長

３ 水害に強い
まちづくり

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

７ １７番 郷内　良治

市　長

市　長

市　長

(2)不登校を生む要因を小学校及び中学校においてど
う捉えているか伺う。
(3)教職員の情報交換、研修、関係機関との連携に十
分な時間を確保し、問題解決に取り組むべき。
(4)学校と地域が協働し、見守りと支え合いの体制を
構築すべき。
(5)中学校卒業後の見守りについても、関係機関の協
力を得て取り組むべき。

２ 公立の義務
教育諸学校等の
教育職員の給与
等に関する特別
措 置 法 （ 給 特
法）改正案につ
いて

(1)「１年単位の変形労働時間制」導入により、教員
の多忙化、過労疾患などは解消されると考えているか
伺う。
(2)教員の多忙化解消には、持ち授業数を減らすこと
が必要である。そのために、小学校４年生以上の専科
制導入や、教頭等も授業を持つ学校づくりを進めるべ
き。

(4)愛島小豆島字土手下及び植松字西向を流れる川内
沢川の川幅が狭くなっており、土手が急に低くなって
いる。そのため越水が起こり、植松４丁目西側を中心
に床上浸水が起きている。川内沢ダムの完成を待たず
応急の対策を実施するよう県に対し働きかけるべき。

(5)市道本郷六軒線の西側を流れる用水路の改修工事
について名取土地改良区と早急に協議を進め、年次計
画等を作成し、実施すべき。

(3)本市採用の教員を確保し、35人以下学級編制とす
べき。
(4)今回の法改正は自治体が条例を制定することによ
り、変形労働時間制を導入できるとされたが、本市に
おいては慎重に対応すべき。

(1)台風19号では、平成６年９・22豪雨による水害に
続き、愛島小学校付近で再度の鉄砲水が発生した。な
ぜ防げなかったのか伺う。

１ 道路整備に
ついて

(1)県道愛島名取線の菅生までの延伸について考えを
伺う。
(2)仙南４市９町で道路延伸に取り組み実現を図るべ
き。
(3)市道箕輪二ツ森線を市道道祖神愛島台線に接続す
べき。

(2)愛島小学校周辺の用水路の改修工事を名取市と名
取土地改良区で具体的に協議を進め早急に実施すべ
き。
(3)ことし春に、館腰橋に宮城県土木事務所が川内沢
川の水位テレメーターを設置した。台風19号の際に名
取市が受けた連絡内容と対策指示を明らかにすべき。
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順
位

質問事項
答 弁 を
求める者

備 考質問の要旨

市　長
市　長

市　長

市　長
市　長

８ ５番 吉田　良

市　長

市　長
市　長

市　長

市　長

市　長

市　長
市　長

市　長
教育長

３ 第２期地方
創生総合戦略に
ついて

市　長

市　長

９ ７番 大友　康信

１ 防災体制の
強化について

市　長

市　長

市　長

(1)台風19号および豪雨の時に、避難や救助などに協
力いただいた民間の企業や事業者などの状況や内容に
ついて調査はされたのか。
(2)災害時応援協定を結んでいる民間企業や事業者、
事業所との連携・連絡体制はどのように強化されたの
か。現在の状況と考え方について伺う。
(3)市民の避難や救助の協力を得た民間企業や事業者
に対して、必要な物資の供給、連携・連絡項目の確
認、伝達などの事後対応も含めた体制づくりをすべ
き。

２ 学校給食費
の段階的無償化
について

１ 災害に強い
まちづくりにつ
いて

(1)冠水しやすい公道の把握及び冠水対策の現状を伺
う。
(2)市民活動支援センターを避難所に指定すべき。
(3)災害時に避難所が設置された際、ペットの同伴を
可能とする避難所を設置すべき。
(4)樽水ダムの事前放流実施体制について協議する場
の設置を県に求めるべき。
(5)災害安否確認と避難要支援者救済機能を備えた電
子回覧板アプリを町内会等が導入する際の経費の補助
制度を創設すべき。

(2)材料費が高騰するなど１食当たりの単価が上昇し
た場合をどのように想定しているのか伺う。
(3)無償化を負担軽減だけで終わらせるのではなく、
安全で自然と調和したオーガニック給食の実施に結び
付けるよう検討すべき。

(1)地方創生総合戦略の計画期間が間もなく終了す
る。現行戦略の反省と次期戦略の課題をどのように捉
えているのか伺う。
(2)第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略における
新たな視点に「誰もが活躍できる地域社会をつくる」
とある。多世代交流の場や生涯活躍のまちをつくるた
め、施策を具体化して示すべき。

(6)被害の発生情報を素早く周知するため、ＳＮＳに
よる情報発信力を強化すべき。

(1)選挙公約とした理由を伺う。

３ イノシシ対
策について

(1)イノシシ被害が増大している。どのように被害を
把握しているのか伺う。
(2)今後の対策について伺う。
(3)里山整備を早急に進めるべきと考えるがどうか。

２ 公共施設の
設置について

(1)愛島台に野外活動センターを誘致すべき。
(2)愛島台から五社山遊歩道入口までの整備を図るべ
き。
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順
位

質問事項
答 弁 を
求める者

備 考質問の要旨

市　長

２ 子供たちを
守る取り組みに
ついて

市　長
教育長

市　長
教育長

(2)小中学校、児童センター、公民館、図書館などの
公共施設に、子供がチャイルドラインを使って相談で
きる環境をつくるべき。

(1)子供のＳＯＳを受けとめるために、18歳までの子
供たちの相談先である「チャイルドラインみやぎ」を
広く市民にも周知すべき。

(4)市民が今後の避難行動をとる場合の選択肢となる
情報として、協力いただいた内容のうち了解を得られ
たものを広報などで公表、公開して、謝意表明とあわ
せて紹介すべきと考えるがどうか。
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